
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

署名用紙をダウンロードできます。 

送り先 日本高齢期運動連絡会 

〒164-0011 東京都中野区中央５丁目４８−５ シャンボール中野５０４ 

菅政権は、７５歳以上に患者 2 割負担を導入する動きを加速。病気の多い高齢者

がお金の心配で受診をがまんして、病気を悪くしかねません。コロナは第３波まっ

ただ中。高齢者が病院にいくことを抑え込む負担増、絶対やめさせましょう。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

高齢者の暮らしは年金がたよりです。２０１２年に始

まった年金制度の改悪で、２０２０年までの８年間で実

質６.４％減らされました。夫婦二人暮らしで２３万９４

０円（一人１１万５千４７０円）から２２万７２４円（一

人１１万３６２円）に、名目でも１万２１６円減ってい

ます。（年金者組合中央本部調査） 

８年間で  
 

 

病気になるのは、自己責任ではありません。高齢になれば誰でも、病気に悩まされ、苦しみます。こ

れは世界共通です。その経費を高齢者に押し付ける国は聞いたことがありません。菅政権は“高齢者は

長生きするな”と言わんばかり。高齢者にも憲法で保障された「人間らしく生きる権利」があります。 

 

日本高齢期運動連絡会 

〒164-0011 東京都中野区中央５丁目４８−５ シャンボール中野５０４ 

 

 
自殺急増(女性は８割増)などコロナの影響は深刻で

す。コロナ禍で高齢者の健康が脅かされる中で「さら

なる受診控えを生じさせかねない政策をとり、高齢者

に追い打ちをかけるべきではない」（日本医師会 中川

俊男会長）など、患者負担増への批判が広がっていま

す。高齢者のいのちを守る体制の強化が求められると

き、それに逆行する負担増は許されません。 

 

 

患者負担増は親を支える現役世代

の暮らしも危うくします。国民の悩み

や不安のトップは「老後の生活設計」。

高齢期の患者負担増は老後の不安を

さらに深刻にします。 


